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古
尾
谷
）

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
日
本
古
代
の
律
令
国
家
が
、
漆
工
に
お
け
る
漆
や
技
術
労
働
力

を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
か

を
、
文
献
史
料
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
古
代
の
文
献
史
料
に

み
え
る
漆
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
の
研
究
が
あ
）
1
（

り
、
基
礎
的
な
部
分
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
平
川
の
業
績
を
踏
ま
え
、
手
工
業
史
的

観
点
か
ら
再
検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
漆
工
製
品
の
品
目
ご
と
に
、
製
作
の
あ

り
方
、
漆
調
達
の
方
法
を
軸
に
整
理
し
よ
う
。

第
一
節　

漆
工
製
品
と
そ
の
生
産

（
一
）
仏
像

　

奈
良
時
代
に
は
、
乾
漆
製
（
脱
活
乾
漆
、
木
心
乾
漆
）
の
仏
像
が
数
多
く

造
立
さ
れ
）
2
（

た
。
文
献
上
、
乾
漆
は
「
𡑮
」「
塞
」「
則
」
と
称
さ
れ
る
。「
𡑮
」

の
語
は
、
仏
像
の
み
な
ら
ず
、
漆
で
布
を
貼
っ
た
も
の
一
般
に
用
い
ら
れ
、

後
述
の
建
造
物
や
調
度
に
つ
い
て
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
脱
活
乾
漆
像
、
木

心
乾
漆
像
と
も
、
可
塑
性
の
素
材
を
盛
り
上
げ
て
形
を
整
え
る
も
の
で
あ

り
、
平
安
時
代
以
降
盛
行
す
る
木
彫
像
と
異
な
り
、
金
銅
像
の
原
型
像
、
塑

像
と
共
通
す
る
。
但
し
、
漆
は
高
価
で
あ
り
、
塑
像
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
）
3
（

た
。

　

乾
漆
像
の
制
作
を
示
す
文
書
が
、
正
倉
院
文
書
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。

天
平
宝
字
四
年（
七
六
〇
）六
月
二
五
日
「
奉
造
一
丈
六
尺
観
世
音
菩
薩
料
雑

物
請
用
）
4
（
帳
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

こ
の
文
書
に
は
、「
経
所
」
印
が
押
捺
さ
れ
て
お
り
、
造
東
大
寺
司
番
上

と
し
て
写
経
事
業
に
も
従
事
し
た
今
木
人
成
が
領
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

ま
た
、
造
像
事
業
に
関
わ
り
、
給
与
と
し
て
絁
を
支
給
さ
れ
た
賀
陽
田
主
・

六
人
部
荒
角
は
造
東
大
寺
司
造
物
所
に
従
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
造
東
大
寺
司
の
管
轄
下
の
造
像
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
と
推
定
で

き
、
予
算
の
管
理
は
写
経
所
で
、
造
像
そ
の
も
の
は
造
物
所
で
行
わ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
）
5
（

る
。

　

絁
を
支
給
さ
れ
た
仏
工
の
う
ち
、
田
辺
国
持
・
佐
為
尺
麻
呂
に
は
、
傍
ら

に
「
寺
」
の
注
記
が
あ
り
、
造
東
大
寺
司
の
仏
工
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

田
辺
国
持
は
、
法
華
寺
金
堂
の
造
営
に
も
関
与
し
て
い
）
6
（

た
。
な
お
、
こ
の
文
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書
が
作
成
さ
れ
た
時
期
は
、
光
明
皇
太
后
の
死
去
直
後
に
あ
た
る
。
但
し
、

後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
事
業
終
了
時
の
報
告
で
あ
り
、
光
明
皇
太
后
の
生

前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
か
、
死
去
後
の
追
善
の
た
め
か
は
確
定
で
き

な
い
。

　

次
に
、
文
書
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
大
き
く
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
前
半
は
、
造
像
の
た
め
に
請
求
し
た
三
一
種
の
必
要
物
資
の

品
目
・
数
量
を
、
支
給
元
の
官
司
ご
と
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
後
半
は
、

「
雑
用
」
と
し
て
、「
用
」・「
残
」
を
記
載
し
て
い
る
。
支
給
元
と
し
て
は
、

節
部
省
・
左
平
準
署
・
大
炊
司
・
大
膳
職
・
醤
司
・
内
史
局
・
油
司
・
内
裏

が
挙
が
っ
て
い
る
。
内
裏
か
ら
物
資
が
支
給
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

淳
仁
天
皇
ま
た
は
孝
謙
太
上
天
皇
が
財
政
的
に
支
援
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
（
造
東
大
寺
司
写
経
所
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
孝
謙
太
上

天
皇
の
方
が
可
能
性
が
高
い
）。
但
し
、
主
と
し
て
物
資
を
支
給
し
て
い
る

の
は
節
部
省
で
あ
る
。
ま
た
、
留
意
す
べ
き
は
、
造
東
大
寺
司
造
物
所
の
事

業
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
造
東
大
寺
司
は
費
用
負
担
を
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
大
寺
向
け
の
造
像
で
は
な
い
可
能
性
が
高

い
。

　

ま
た
、
本
文
書
に
「
用
」「
残
」
を
記
載
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
造

像
事
業
の
最
終
報
告
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
正
本
と

は
考
え
に
く
い
。「
経
所
」
印
は
、
前
半
の
請
求
品
目
の
項
ま
で
押
捺
さ
れ

て
い
る
が
、
後
半
の
「
雑
用
」
項
に
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
「
雑
用
」

項
の
う
ち
、
絁
の
残
数
に
つ
い
て
、
書
き
落
と
し
の
た
め
一
行
追
記
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
最
終
段
階
の
清
書
本
で
は
な
く
、
写
経
所
の
手
元
に
残
し
た

案
文
で
あ
る
。

　

紙
背
文
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
造
石
山
寺
所
解
移
牒
符
案
」
で
あ
る
。「
造

石
山
寺
所
解
移
牒
符
案
」
の
紙
背
に
あ
る
造
寺
造
仏
関
係
文
書
に
は
、
造
石

山
寺
所
・
東
大
寺
東
塔
所
・
造
東
大
寺
司
（
告
朔
解
）・
法
華
寺
（
ま
た
は

法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
）
造
金
堂
所
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
）
7
（

る
。
反
古
文
書

の
流
れ
か
ら
考
え
る
と
、「
奉
造
一
丈
六
尺
観
世
音
菩
薩
料
雑
物
請
用
帳
」

は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す

る
と
、
時
期
が
一
致
す
る
の
は
法
華
寺
金
堂
の
造
営
事
業
で
あ
る
。

　

な
お
、
法
華
寺
造
金
堂
所
の
造
営
事
業
は
、
光
明
皇
太
后
が
生
前
発
願
し

た
も
の
で
、
従
事
す
る
労
働
力
の
確
保
や
、
予
算
・
事
務
の
管
理
は
造
東
大

寺
司
が
関
与
し
て
い
た
。
し
か
し
、
費
用
に
つ
い
て
は
造
東
大
寺
司
は
負
担

せ
ず
、
坤
宮
官
周
辺
、
孝
謙
太
上
天
皇
の
内
裏
周
辺
が
必
要
物
資
を
調
達
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
）
8
（

る
。

　

こ
こ
で
、
天
平
宝
字
四
年
丈
六
観
世
音
菩
薩
像
造
立
事
業
と
法
華
寺
金
堂

造
営
事
業
を
比
較
し
て
お
こ
う
。
共
通
す
る
点
、
関
連
す
る
点
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
時
期
が
重
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
的
・
組
織
的
に
造
東
大
寺
司
が
関
わ
る
が
、
費
用
負
担
は
別
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
的
関
与
の
点
で
み
る
と
、
仏
工
田
辺

国
持
が
両
者
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
一
方
、
法
華
寺
造
金

堂
所
で
は
仏
像
の
台
座
は
作
っ
て
い
る
が
仏
像
自
体
は
作
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
両
者
の
事
業
が
競
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
法
華
寺
の
本
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尊
に
つ
い
て
み
る
と
、
金
堂
本
尊
は
、
盧
舎
那
仏
、
脇
侍
が
観
世
音
菩
薩
・

虚
空
蔵
菩
薩
か
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
浄
土
院
本
尊
は
、
当
然
、
阿

弥
陀
如
来
・
観
世
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
で
あ
ろ
）
9
（

う
。
講
堂
本
尊
は
、
少
な
く

と
も
後
世
に
は
観
世
音
菩
薩
で
あ
っ
て
、
法
華
寺
の
現
本
尊
で
あ
る
十
一
面

観
世
音
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
初
期
の
像
で
あ
り
、
天

平
宝
字
段
階
の
本
尊
は
不
明
で
あ
る
。

　

次
に
、
相
違
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
法
華
寺
金
堂
造
営
事
業
の
費
用
負

担
は
坤
宮
官
周
辺
が
中
心
で
、
内
裏
も
関
与
す
る
と
い
う
あ
り
方
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
丈
六
観
世
音
菩
薩
像
造
立
事
業
の
費
用
負
担
は
節
部
省
が
中
心

で
、
内
裏
も
補
助
的
に
は
関
与
し
て
い
る
が
、
坤
宮
官
は
関
与
し
て
い
な
い

と
い
う
点
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
光
明
皇
太
后
発
願
の
法
華
寺
と
の
関
係

か
ら
す
る
と
、
中
心
か
ら
は
や
や
離
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
当
該
の
一
丈
六
尺
観
世
音
菩
薩
の
造
立
事
業
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
光
明
皇
太
后
の
発
願
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
推
定
で

き
、
恐
ら
く
孝
謙
太
上
天
皇
の
発
願
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
興
福
寺
東
院
檜

皮
葺
堂
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
）
10
（

説
が
あ
る
が
、
紙
背
文
書
の
利
用
の
経
緯
か

ら
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
論
理
的
に
は
、
全
く
未
知
の
天
皇
発
願
寺

院
向
け
造
像
の
可
能
性
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
実
的
に
丈
六
と
い
う

大
き
な
仏
像
を
安
置
し
よ
う
と
考
え
た
場
合
、
候
補
は
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
排
除
し
て
良
か
ろ
う
。
消
去
法
と
状
況
証
拠
か
ら
考

え
る
と
、
法
華
寺
向
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
光
明
皇
太
后
の
病
が
重
く
な
っ

た
時
期
の
造
像
か
と
思
わ
れ
る
。
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
講
堂

の
本
尊
を
候
補
と
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
当
該
文
書
に
お
け
る
必
要
物
資
の
中
で
、
節
部
省
（
大
蔵
省
）
か

ら
受
け
た
も
の
の
う
ち
、「
漆
一
斛
八
斗
」
の
ほ
か
、「
伊
予
砥
三
果
」「
木

賊
一
把
」（
表
面
研
磨
用
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
漆
を
大
量
に
使
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
像
は
乾
漆
像
（
恐
ら
く
脱
活
乾
漆
像
）
で
あ

る
。
こ
の
漆
は
、
節
部
省
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
財
源

は
中
男
作
物
（
後
述
）
で
あ
ろ
う
。
当
該
像
の
造
立
に
あ
た
っ
て
は
、
造
東

大
寺
司
と
い
う
官
司
に
お
い
て
、
租
税
の
一
部
の
再
分
配
を
う
け
る
形
で
漆

を
調
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
仏
堂

　

漆
は
寺
院
建
造
物
の
柱
な
ど
の
塗
装
に
も
多
用
さ
れ
た
。
天
平
宝
字
四
年

（
七
六
〇
）
か
と
推
定
さ
れ
る
法
華
寺
金
堂
造
営
関
係
文
書
で
あ
る
「
造
金

堂
所
）
11
（

解
」
に
は
、
造
営
に
関
わ
る
必
要
物
資
が
数
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、「
請
漆
」
の
項
を
み
る
と
、「
堂
柱
十
四
根
塗
料
」
と
し
て
、
柱

一
本
あ
た
り
八
升
七
合
の
漆
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
内
訳
は
、「
𡑮
料
」（
布

着
せ
）
五
升
二
合
、「
土
漆
」（
絹
で
篩
っ
た
土
を
混
ぜ
た
下
地
用
の
漆
）
三

升
五
合
で
あ
っ
た
（「
土
漆
料
土
篩
料
」
の
「
生
絹
」
も
別
に
計
上
さ
れ
て

い
る
）。

　

木
材
部
分
の
み
な
ら
ず
金
属
部
分
の
塗
装
に
も
漆
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
鐶
四
口
久
佐
利
焼
塗
料
」「
堂
飛
炎
木
後
釘
千
六
百
七
十
二
隻
焼
塗
料
」
な

ど
が
み
え
、
鎖
・
釘
の
塗
装
用
に
漆
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
金
属
に
漆
を
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塗
っ
て
高
温
で
加
熱
す
る
と
、
容
易
に
は
が
れ
な
い
強
力
な
塗
膜
と
な
る
。

こ
れ
は
建
造
物
の
金
具
に
限
ら
ず
、
後
述
の
調
度
品
や
武
器
の
場
合
で
も
用

い
ら
れ
る
技
法
で
あ
っ
）
12
（

た
。

　

建
造
物
の
一
部
と
し
て
変
わ
っ
た
物
で
は
、
乾
漆
製
の
箜
篌
（
ハ
ー
プ
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
軒
の
四
隅
に
つ
り
下
げ
て
荘
厳
を
加
え
る
も
の
で

あ
っ
）
13
（

た
。

（
三
）
調
度
・
食
器

　

東
大
寺
へ
の
献
物
帳
類
や
諸
寺
院
の
資
財
帳
類
を
み
る
と
、
螺
鈿
・
平

文
・
平
脱
な
ど
、
貝
や
金
銀
で
加
飾
し
た
木
胎
漆
器
、
漆
塗
の
革
箱
、
乾
漆

製
の
鉢
な
ど
が
多
数
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は
当

然
寺
院
の
資
財
で
あ
る
が
、「
国
家
珍
宝
帳
」
を
典
型
と
し
て
、
天
皇
、
貴

族
層
か
ら
の
寄
進
に
由
来
す
る
場
合
も
多
い
。
従
っ
て
、
宮
廷
の
調
度
品
類

も
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
調
度
品
の
製
作
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
興
福
寺
西
金
堂
造
営
関

係
文
書
で
あ
る
天
平
六
年
（
七
三
四
）「
造
仏
所
作
物
）
14
（

帳
」
を
み
る
と
、
堂

内
で
用
い
る
高
座
や
そ
の
宝
蓋
（
屋
根
）・
柱
・
大
床
・
登
（
階
段
）、
高
座

前
机
、
礼
盤
な
ど
の
塗
装
の
た
め
、
漆
、
着
色
用
掃
墨
（
油
煙
ま
た
は
松
煙

の
煤
）、
則
（
布
着
せ
）
用
の
細
布
、
接
着
の
た
め
に
混
ぜ
る
小
麦
粉
、
加

飾
用
の
練
金
・
銀
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
）
15
（

る
。
こ
こ
で
の
漆
調
達
方
法
に
つ

い
て
確
認
す
る
と
、「
雑
用
銭
」
の
項
に
、
漆
二
〇
斛
九
斗
一
升
を
購
入
す

る
費
用
と
し
て
四
〇
九
貫
五
五
〇
文
が
計
上
さ
れ
て
い
）
16
（

る
。
流
通
し
て
い
る

漆
を
銭
貨
で
購
入
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
再
び
、
法
華
寺
金
堂
造
営
関
係
文
書
の
「
造
金
堂
所
解
」
を

み
て
み
た
い
。
こ
こ
で
も
、
高
座
お
よ
び
附
属
の
調
度
品
の
塗
装
、
仏
像
台

座
や
堂
内
荘
厳
の
た
め
の
花
弁
の
乾
漆
に
、
漆
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
品
物

に
も
よ
る
が
、
何
度
も
重
ね
塗
り
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

例
え
ば
、
高
座
の
場
合
、
土
漆
（
下
地
）
を
二
度
、
墨
漆
（
掃
墨
で
着
色
し

た
黒
色
の
漆
）
を
三
度
塗
っ
て
お
り
、
仏
像
台
座
の
花
弁
の
場
合
、
𡑮
、
土

漆
、
墨
漆
、
佐
目
漆
（
透
漆
か
）、
花
塗
（
仕
上
げ
）
と
重
ね
塗
り
さ
れ
て

い
る
。
造
金
堂
所
に
お
け
る
漆
の
調
達
方
法
を
み
て
も
、
漆
三
斗
七
升
五
合

の
購
入
費
用
と
し
て
八
貫
八
〇
〇
文
が
計
上
さ
れ
て
お
）
17
（
り
、
全
量
で
は
な
い

が
銭
貨
で
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

つ
づ
い
て
、
宮
廷
に
お
け
る
漆
器
生
産
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
令
制
で

は
、
大
蔵
省
被
管
の
漆
部
司
に
漆
部
二
〇
人
（
品
部
。
う
ち
伴
造
七
人
）
が

配
属
さ
れ
、
漆
器
の
生
産
に
あ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
奈
良
時
代
を
通
じ
て

品
部
に
よ
る
手
工
業
生
産
の
位
置
づ
け
は
低
下
し
、
漆
部
司
は
大
同
三
年

（
八
〇
八
）
に
画
工
司
と
と
も
に
次
に
述
べ
る
内
匠
寮
に
併
合
さ
）
18
（

れ
、
漆
部

も
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
年
に
廃
止
さ
れ
）
19
（

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
奈
良
時
代
以
降
の
手
工
業
官
司
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、

神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
設
置
さ
れ
た
内
匠
寮
で
あ
る
。
設
置
当
初
に
所
属

し
た
技
術
者
の
部
門
別
内
訳
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
欠
（
天
平
一
九
年
〈
七

四
七
〉
以
前
）「
内
匠
寮
）
20
（

解
」
を
み
る
と
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
内
匠
寮
所

属
工
人
と
し
て
、
番
上
匠
手
、
金
銀
銅
鉄
手
、
木
石
土
瓦
歯
角
匠
手
、
織
錦
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綾
羅
手
、
織
柳
箱
手
、
国
工
、
造
菩
薩
司
匠
ら
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
に
漆
工
専
門
の
工
人
は
み
え
な
い
が
、
木
製
品
、
金
属
製
品
、
仏
像
は

扱
っ
て
い
る
の
で
、
当
然
、
漆
に
よ
る
塗
装
作
業
は
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
漆
部
司
併
合
後
、
工
人
の
定
員
お
よ
び
職
種
別
内
訳
が
規
定

さ
れ
た
）
21
（

が
、
そ
の
中
に
は
漆
塗
の
長
上
工
二
人
、
番
上
工
一
〇
人
が
含
ま
れ

て
い
た
。

　

以
上
の
変
遷
を
経
た
こ
と
を
踏
ま
え
、『
延
喜
式
』
内
匠
寮
に
は
、
食
）
22
（

器

な
ど
の
漆
器
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
工
業
製
品
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ

る
。
各
品
目
に
つ
い
て
、
原
材
料
、
所
用
の
道
具
、
功
程
を
列
記
し
、
製
作

の
基
準
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
必
要
物
資
、
労
働
力
を
官
の
側
が
管
理
し

て
製
作
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
四
）
諸
国
に
お
け
る
漆
塗
製
品
の
生
産

　

こ
れ
ま
で
、
朝
廷
、
中
央
大
寺
院
に
お
け
る
漆
工
を
検
討
し
て
き
た
が
、

地
方
の
諸
国
で
も
漆
工
は
行
わ
れ
て
い
た
。
最
重
要
品
目
は
兵
器
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
調
度
品
類
に
つ
き
、
文
献
史
料
に
み

ら
れ
る
も
の
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

天
平
六
年
度
（
七
三
四
）「
尾
張
国
正
税
）
23
（
帳
」
を
み
る
と
、
中
央
進
上
用

の
罇
、
木
贅
椀
の
製
作
に
必
要
な
物
資
を
調
達
す
る
費
用
を
計
上
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
に
は
、
漆
（
罇
に
つ
い
て
は
漆
濾
し
用
の
絹
・
綿

も
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
罇
の
製
作
は
国
が
費
用
負
担
を
し
て
行
っ
た
と
言

え
る
が
、
原
材
料
の
一
つ
で
あ
る
漆
は
、
国
が
直
接
生
産
し
た
り
、
租
税
と

し
て
徴
収
し
た
の
で
は
な
く
、
稲
を
対
価
と
し
て
支
払
っ
て
調
達
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
樽
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
民
部
省
の
交
易
雑
物
の
中
に
み

え
、
伊
賀
・
伊
勢
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
・
加
賀
・
丹
後
・
紀
伊
な
ど
の
国

か
ら
進
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
但
し
、
こ
の
場
合
、「
赤
漆
」
と
さ

れ
る
の
は
「
朸
（
お
う
ご
。
担
ぐ
時
に
用
い
る
棒
）」
の
み
で
あ
る
。「
尾
張

国
正
税
帳
」
に
み
え
る
よ
う
に
原
材
料
を
購
入
し
て
国
で
生
産
す
る
の
で
は

な
く
、
製
品
を
対
価
を
支
払
っ
て
購
入
す
る
形
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
天
平
一
〇
年
度
（
七
三
八
）「
筑
後
国
正
税
）
24
（

帳
」
を
み
て
み
よ

う
。
こ
こ
に
は
、「
貢
上
造
轆
轤
雑
工
参
人
」（
延
べ
労
働
力
四
三
人
）
に
対

し
て
食
料
を
支
給
し
て
い
る
記
載
が
あ
る
。
文
字
通
り
解
釈
す
る
と
、「
ろ

く
ろ
を
造
る
雑
工
」
で
あ
る
が
、
ろ
く
ろ
造
り
の
た
め
に
延
べ
四
三
人
は
多

す
ぎ
、
ま
た
、
道
具
を
貢
納
す
る
の
は
不
自
然
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
ろ
く

ろ
で
造
っ
た
製
品
、
つ
ま
り
貢
納
用
の
木
製
挽
物
の
生
産
に
関
わ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
記
載
に
は
漆
は
出
て
こ
な
い
が
、
関
連
す
る
史
料
が
あ
る
。

　
『
延
喜
式
』
民
部
省
に
み
え
る
「
大
宰
府
年
料
造
進
」
は
、
朱
漆
の
酒

海
、
各
種
盤
・
椀
、
黒
漆
の
提
壺
な
ど
を
正
税
を
用
い
て
製
作
・
進
上
さ
せ

る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
地
は
挽
物
で
あ
り
、「
筑
後
国
正
税
帳
」
に

み
え
る
ろ
く
ろ
工
人
が
、
正
税
か
ら
食
料
を
支
給
さ
れ
て
生
産
に
あ
た
っ
て

い
た
こ
と
と
対
応
す
る
。
そ
の
製
品
に
は
漆
が
塗
ら
れ
、
中
央
に
貢
納
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
平
城
京
二
条
大
路
木
簡
の
中
に
は
、「
丹
後
国
塗
漆
櫃
」「
美
作
国
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塗
漆
櫃
」
と
記
し
た
付
札
が
あ
）
25
（

る
。
こ
れ
ら
は
近
接
し
た
位
置
で
出
土
し
て

お
り
、
ま
た
、
筆
跡
が
酷
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
貢
納
段
階
で
付
さ
れ
た

荷
札
で
は
な
く
、
都
で
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
か

ら
、
天
平
年
間
の
は
じ
め
に
、
丹
後
国
・
美
作
国
に
お
い
て
櫃
に
漆
が
塗
ら

れ
、
平
城
京
に
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

漆
塗
の
櫃
に
関
す
る
『
延
喜
式
』
規
定
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
延
喜

式
』
主
計
寮
上
を
み
る
と
、
伊
勢
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
・
近
江
・
美
濃
・

越
前
・
越
中
・
丹
波
・
但
馬
・
播
磨
な
ど
の
国
か
ら
、
庸
と
し
て
塗
漆
著
鏁

韓
櫃
を
進
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
二
条
大
路
木
簡
に
み

え
る
丹
後
・
美
作
国
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
二
条
大
路
木
簡
の
例
が
庸
以
外

に
よ
る
も
の
か
、
後
に
規
定
が
変
更
さ
れ
た
の
か
、
確
定
で
き
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、『
延
喜
式
』
に
規
定
の
な
い
国
で
も
漆
工
が
行
わ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
の
例
に
よ
り
、
地
方
で
も
漆
工
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
て
き
た
。
正
税
を
支
出
し
て
国
で
漆
塗
製
品
を
生
産
す
る
場
合
、

製
品
を
庸
と
し
て
、
ま
た
は
交
易
雑
物
の
形
で
対
価
を
支
払
っ
て
調
達
す
る

場
合
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
者
の
場
合
は
、
国
が
公
的
に
漆

器
生
産
に
関
わ
っ
て
い
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で

も
、
漆
自
体
は
対
価
を
支
払
っ
て
購
入
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

（
五
）
武
器

　

奈
良
時
代
に
お
い
て
、
仏
寺
・
仏
像
・
調
度
品
な
ど
よ
り
実
質
的
に
重
要

な
製
品
は
武
器
で
あ
っ
た
。
漆
は
強
力
な
塗
膜
で
あ
り
、
武
器
の
う
ち
、
皮

革
・
木
質
・
金
属
部
分
な
ど
の
塗
装
に
効
果
を
発
揮
し
た
。
漆
は
軍
需
物
資

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
中
央
、
地
方
に
お
け
る
武
器
生
産
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

　

中
央
に
お
け
る
武
器
を
示
す
も
の
と
し
て
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）

六
月
二
一
日
「
国
家
珍
宝
）
26
（

帳
」
を
み
て
み
た
い
。
大
刀
の
外
装
、
各
種
の

弓
、
箭
な
ど
の
塗
装
に
漆
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
聖
武
天
皇
の

遺
品
で
あ
る
が
、
宮
廷
用
の
武
器
一
般
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
儀
仗
用
の
武
器
も
あ
る
が
、
実
戦
に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
二
月
一
一
日
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流

記
資
財
帳
」
に
よ
れ
ば
、
鎧
三
具
の
う
ち
一
具
が
漆
塗
と
さ
れ
て
い
）
27
（

た
。

　

一
方
、
地
方
に
お
け
る
武
器
生
産
に
つ
い
て
は
、
天
平
一
〇
年
度
（
七
三

八
）「
周
防
国
正
税
）
28
（

帳
」
を
み
る
と
、「
造
年
料
兵
器
伍
種
」
と
し
て
、
挂

甲
・
大
刀
・
弓
・
矢
・
胡
禄
の
生
産
に
関
わ
る
記
載
が
あ
る
。
必
要
物
資
の

中
に
、
鉄
な
ど
と
な
ら
ん
で
漆
も
計
上
さ
れ
て
お
り
、
正
税
稲
か
ら
対
価
を

支
出
し
て
調
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、『
延
喜
式
』
規
定
に
み
る
武
器
生
産
を
み
て
お
き
た
い
。
主
税
寮

式
に
は
、
地
方
で
正
税
を
支
出
し
て
生
産
す
る
武
器
の
必
要
物
資
を
規
定
し

て
お
り
、
革
短
甲
冑
・
大
刀
鞘
・
弓
・
征
箭
・
胡
籙
の
原
材
料
の
中
に
漆
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
兵
庫
寮
式
で
は
、
中
央
用
の
梓
弓
・
征
箭
・
烏

装
横
刀
・
挂
甲
な
ど
の
製
作
に
必
要
な
物
資
の
中
に
漆
が
み
え
る
。
い
ず
れ

も
官
の
側
で
原
材
料
の
漆
を
準
備
し
て
生
産
す
る
規
定
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
令
制
下
で
は
官
の
兵
器
も
あ
る
が
、
兵
士
の
個
人
装
備
は
自

弁
が
原
則
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
の
規
定
で
も
、
官
の
兵
器
の
生
産
は
優
先

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
工
房
で
私
の
兵
器
を
生
産
す
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
明
の
前
提
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
）
29
（

た
。
兵
器
生

産
を
官
が
独
占
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

第
二
節　

漆
の
調
達

　

前
節
ま
で
、
漆
塗
製
品
と
そ
の
生
産
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。
次
い

で
、
原
料
と
な
る
漆
の
調
達
の
問
題
を
概
観
し
た
い
。

　

律
令
国
家
は
漆
の
調
達
に
あ
た
り
、
租
税
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
た
。『
養
老
令
』
賦
役
令
１
調
絹
絁
条
で
は
、
調
副
物
の
中
に
、
正

丁
一
人
あ
た
り
漆
三
勺
の
賦
課
を
規
定
し
て
い
る
。
調
副
物
は
養
老
元
年

（
七
一
七
）
に
廃
止
さ
れ
、
中
男
作
物
に
引
き
継
が
れ
る
。
実
際
、
後
述
の

よ
う
に
『
延
喜
式
』
主
計
寮
上
に
は
、
中
男
作
物
と
し
て
徴
収
す
る
品
目
の

中
に
漆
が
み
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
制
中
に
は
、
漆
に
関
す
る
重
要
な
規
定
が
あ
る
。『
養
老

令
』
田
令
16
桑
漆
条
で
は
、
各
戸
に
つ
き
、
上
中
下
の
等
級
に
応
じ
て
、
規

定
の
本
数
以
上
の
桑
・
漆
を
植
え
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で

は
ほ
と
ん
ど
指
摘
が
な
い
）
30
（

が
、
本
条
に
つ
い
て
、
日
本
令
が
も
と
に
し
た
中

国
の
令
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
北
魏
令
・
北
斉
河
清
三
年
令
、
隋
開
皇

令
、
唐
開
元
二
五
年
令
な
ど
で
は
、
対
象
と
な
る
樹
木
は
「
桑
・
楡
・
棗
」

（
宋
天
聖
令
で
は
「
桑
・
棗
」）
で
あ
っ
て
、
中
国
で
は
一
貫
し
て
漆
の
植
栽

は
規
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
本
令
が
な
ぜ
楡
・
棗
を
継
受
し
な
か
っ
た
か
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
漆
を
独
自
に
入
れ
た
か
に
限
っ
て
検
討

し
た
い
。
厳
密
に
史
料
的
根
拠
は
な
い
が
、
前
節
で
の
検
討
か
ら
う
か
が
え

る
よ
う
に
、
仏
寺
・
宮
殿
の
造
営
の
盛
行
に
伴
っ
て
、
漆
の
需
要
が
増
大
し

た
。
こ
れ
を
租
税
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
を
支
え
る
た
め
に
桑
と
並
ん
で
当

該
条
に
漆
を
規
定
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

田
令
16
桑
漆
条
の
実
効
性
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、「
桑
漆
帳
」
を
諸

国
に
作
成
・
進
上
さ
せ
、
植
栽
状
況
を
把
握
す
る
制
度
が
あ
っ
た
。「
桑
漆

帳
」
の
初
見
は
天
平
二
年
（
七
三
〇
）（
後
述
）
で
あ
り
、
天
平
六
年
度

（
七
三
四
）「
出
雲
国
計
会
）
31
（
帳
」
に
も
、
一
〇
月
二
一
日
に
出
雲
国
か
ら
進
上

し
た
公
文
の
中
に
「
桑
漆
帳
一
巻
」
が
み
え
る
。『
延
喜
式
』
主
計
寮
下
で

も
、
桑
漆
帳
に
つ
き
、
戸
数
と
照
合
し
て
不
足
す
る
場
合
、
受
理
せ
ず
に
不

足
分
を
植
え
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
規
定
に
は
実
効
性
が
な
か
っ
た
。
天
平
二
年
、
諸

国
が
進
上
す
る
桑
漆
帳
に
は
偽
り
が
多
く
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
視
さ
れ
、
使
者
を
派
遣
し
て
監
査
を
行
い
、
不
正
が
あ
れ
ば
国
司
郡
司

を
処
罰
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
）
32
（

る
。
そ
の
後
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
八
月

二
五
日
太
政
官
符
、
同
二
年
正
月
二
〇
日
太
政
官
）
33
（

符
、
寛
平
九
年
（
八
九

七
）
五
月
二
六
日
太
政
官
）
34
（

符
に
よ
っ
て
、
何
度
も
励
行
さ
れ
て
い
る
が
、
逆

に
そ
の
こ
と
自
体
、
効
果
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
一
二
月
二
五
日
太
政
官
）
35
（

符
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
国
多

気
郡
で
植
え
る
べ
き
漆
一
〇
，七
七
三
根
の
う
ち
、
現
実
に
あ
る
も
の
一
，一

四
〇
根
、
同
国
度
会
郡
で
は
一
三
，〇
四
〇
根
の
う
ち
七
〇
七
根
し
か
な
い

こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
実
に
は
土
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
規
定
数
を
満
た
せ
な
い
場
合
も
あ
り

う
る
。
令
自
体
、
土
地
が
生
育
の
た
め
に
宜
し
く
な
け
れ
ば
、
規
定
を
満
た

さ
な
く
と
も
良
い
と
定
め
て
い
る
。
実
際
に
は
、
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
が
特

産
地
化
し
て
お
り
、
全
国
一
律
に
漆
の
木
を
植
栽
さ
せ
、
漆
を
徴
収
す
る
形

は
取
ら
ず
、
特
定
の
国
か
ら
租
税
な
ど
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
。『
延
喜
式
』
主
計
寮
で
は
、
上
総
・
上
野
・
越
前
・
能
登
・
越
中
・
越

後
・
丹
波
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
備
中
・
備
後
・
筑
前
・
筑
後
・
豊
後
な

ど
の
国
の
中
男
作
物
、
民
部
省
で
は
、
越
前
・
加
賀
・
越
中
・
越
後
な
ど
の

国
の
交
易
雑
物
、
丹
波
国
の
年
料
別
貢
雑
物
と
し
て
漆
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、『
延
喜
式
』
内
蔵
寮
、
諸
国
年
料
供
進
の
項
で
は
、
越
前
国
か

ら
の
漆
貢
納
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
天
皇
用
の
器
物
の
塗
装
の
た
め
、
独
自

の
財
源
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

第
三
節　

官
に
よ
ら
な
い
漆
の
流
通
・
使
用

　

こ
れ
ま
で
の
叙
述
で
は
、
一
見
す
る
と
、
国
家
が
強
力
に
漆
を
管
理
し
、

租
税
な
ど
と
し
て
徴
収
、
独
占
的
に
技
術
者
を
管
理
し
て
漆
器
を
生
産
し
て

い
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国
家
側
の
史
料
、
天
皇
発
願

寺
院
な
ど
大
寺
院
の
造
営
に
関
す
る
史
料
を
扱
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
に
み

え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
史
料
に
現
れ
に
く
い
、
国
家
掌
握
外
の
部
分
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
断
片
的
に
顔
を
出
す
史
料
か
ら
、
国
家

管
理
の
外
側
に
お
け
る
漆
の
流
通
や
漆
工
人
の
存
在
を
探
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

　

国
家
以
外
に
お
け
る
漆
の
流
通
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
も

の
は
貴
族
あ
る
い
は
国
司
の
私
的
家
産
機
構
で
あ
る
。

　

天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
の
石
山
寺
造
営
関
係
文
書
を
み
る
と
、
頻
繁

に
漆
の
購
入
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
）
36
（

る
。

　

天
平
宝
字
六
年
正
月
七
日
造
石
山
寺
所
宛「
六
人
部
荒
角
）
37
（
解
」で
は
、四
つ

の
事
項
を
連
絡
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
漆
に
関
す
る
部
分
を
掲
出
し
よ
う
。

　

 

「
一
、
買
漆
四
斗

　
　

一
、
陸
奥
殿
漆
者
、
価
四
百
五
十
文
、
自
此
者
一
文
不
減
者
。」

「
陸
奥
殿
」
と
は
当
時
陸
奥
守
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
藤
原
朝
獦
（
仲
麻

呂
の
息
）
に
あ
た
る
。
こ
の
文
書
で
は
「
陸
奥
殿
漆
」
の
価
格
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
陸
奥
殿
」
が
所
持
す
る
漆
を
、
対
価
を
支
払
っ
て
購

入
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
陸
奥
殿
漆
」
の
価
格
四
五
〇
文
の
量
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
（
直
前
の

「
四
斗
」
は
別
件
）
が
、「
こ
れ
よ
り
は
一
文
た
り
と
も
安
く
し
な
い
と
い
う

こ
と
だ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
か
ら
は
、
こ
と
さ
ら
に
高
い
価

格
が
提
示
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
後
述
の
関
連
文
書
（
同
月
一
四

日
「
六
人
部
荒
角
解
」）
に
よ
れ
ば
、
同
時
期
に
お
け
る
漆
一
升
あ
た
り
の
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相
場
に
つ
い
て
、
陸
奥
・
上
野
二
国
の
上
品
漆
は
二
六
〇
文
、
中
品
漆
は
二

五
〇
文
、
越
国
の
漆
は
二
三
〇
文
で
あ
る
こ
と
が
、
同
じ
六
人
部
荒
角
か
ら

造
石
山
寺
所
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
同
様
に
一
升
あ
た
り
四
五
〇
文
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
文
書
は
、
造
東
大
寺
司
造
物
所
が
造
石
山
寺
所
に
漆
四
斗
の

購
入
を
要
請
し
、
あ
わ
せ
て
「
陸
奥
殿
漆
」
の
価
格
を
連
絡
し
た
も
の
で

あ
）
38
（

る
。
こ
の
こ
と
は
、
関
連
文
書
で
あ
る
と
こ
ろ
の
同
年
正
月
一
四
日
「
六

人
部
荒
角
）
39
（

解
」
で
、
造
物
所
が
造
石
山
寺
所
に
漆
二
石
八
斗
二
升
の
対
価
と

し
て
七
〇
貫
九
四
〇
文
を
充
て
て
い
る
こ
と
、
同
年
正
月
二
三
日
造
物
所
宛

「
造
石
山
寺
所
）
40
（
牒
」
で
は
、
造
物
所
か
ら
漆
購
入
の
た
め
受
領
し
た
銭
の

額
、
漆
購
入
量
と
代
金
、
残
額
、
漆
進
上
状
況
を
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら

明
か
で
あ
る
。

　

こ
の「
陸
奥
殿
漆
」に
つ
い
て
は
、一
連
の
文
書
の
中
で
、最
終
的
に
こ
れ

が
購
入
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
す
る
史
料
は
な
い
。
相
場
よ
り
高
い
漆
の
取
引

が
結
果
的
に
成
立
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、国
司
、あ
る
い
は
国
政
の
中
枢
に
近
い
貴
族
が
、租
税
と
は
別
に
漆
を
集

積
し
、
京
周
辺
に
も
た
ら
し
、
売
却
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
漆
の
所
有
者
個
人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
事
例
は
「
陸
奥
殿
」

の
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
年
七
月
二
日
「
造
石
山
寺
所
）
41
（

解
」
や
、「
造
石

山
寺
所
銭
用
）
42
（

帳
」
に
よ
れ
ば
、
造
石
山
寺
所
で
必
要
な
釘
に
塗
る
た
め
の
漆

を
、
近
く
の
勢
多
市
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
奈
良
で
購
入
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
漆
の
売
買
に
関
わ
る
史
料
は
あ
る
が
、「
陸
奥
殿

漆
」
に
類
す
る
表
記
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
国
司
な
ど
の
職
掌
を
も
っ
た
特

定
の
個
人
、
あ
る
い
は
権
力
者
の
子
弟
と
い
っ
た
特
定
の
個
人
に
よ
ら
な
く

と
も
、
一
般
に
漆
は
流
通
し
て
お
り
、
対
価
さ
え
支
払
え
ば
入
手
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

銭
貨
で
漆
を
購
入
す
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
先
述
の
興
福
寺
西
金
堂
造
営

や
、
法
華
寺
金
堂
の
造
営
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
先
に
み
た
、
天
平
宝

字
四
年
の
丈
六
観
世
音
菩
薩
像
造
立
事
業
の
場
合
の
よ
う
に
、
節
部
省
（
大

蔵
省
）
に
納
入
さ
れ
た
中
男
作
物
の
蓄
積
か
ら
再
分
配
を
受
け
て
入
手
す
る

方
法
も
あ
る
。
し
か
し
、
造
営
事
業
に
お
け
る
大
勢
は
、
わ
か
る
限
り
一
般

に
流
通
し
て
い
る
漆
を
購
入
す
る
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

漆
が
租
税
だ
け
で
は
不
足
し
、
や
む
を
得
ず
購
入
し
た
と
い
う
評
）
43
（

価
も
あ

り
得
る
が
、
む
し
ろ
、
広
く
生
産
さ
れ
て
い
る
漆
の
一
部
の
み
を
租
税
と
し

て
確
保
し
て
い
た
と
み
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
租
税
以
外
の
大
部
分
の
漆

は
一
般
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
実
問
題
と
し
て
、
宮
廷
に
お
け
る

恒
常
的
な
需
要
、
あ
る
い
は
小
規
模
需
要
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
大
規
模
か

つ
短
期
間
に
限
ら
れ
、
年
に
よ
り
増
減
の
大
き
い
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
年
間
で
定
額
の
租
税
と
し
て
調
達
す
る
こ
と
は
な
じ
ま
ず
、
そ
の
時
々

で
対
価
を
払
っ
て
購
入
す
る
方
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
興
福
寺
西
金

堂
、
法
華
寺
金
堂
、
石
山
寺
な
ど
の
造
営
で
は
そ
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

漆
の
私
的
流
通
を
傍
証
す
る
で
き
ご
と
が
あ
る
。
養
老
四
年
（
七
二
〇
）、

漆
部
司
の
漆
盗
難
事
件
が
発
覚
し
、
処
分
が
な
さ
れ
）
44
（

た
。
食
料
品
や
製
品
と
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異
な
り
、
漆
は
原
料
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
れ
自
体
を
犯
人
が
持
っ

て
い
て
も
役
に
立
た
な
い
。
売
却
し
て
利
益
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
推
測

で
き
る
。
漆
は
官
の
管
理
の
及
ば
な
い
流
通
ル
ー
ト
へ
向
け
て
売
却
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
商
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

民
間
に
お
け
る
漆
流
通
の
問
題
を
別
の
観
点
か
ら
検
討
し
よ
う
。
先
に
、

「
桑
漆
帳
」
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
単
に
国
家
が
掌
握
し
て
い
る
漆
の
木
の
本
数
が
規
定
よ
り
少

な
い
こ
と
、
国
司
が
実
数
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
が
掌
握
し

て
い
る
外
側
に
漆
の
木
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

国
に
お
い
て
漆
自
体
が
欠
乏
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
史
料
で
も
な
い
。
一

般
に
漆
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
朝
廷
は
漆
の
木
自
体
を
把
握
で
き
な

く
て
も
、
民
間
で
採
取
さ
れ
た
漆
を
購
入
の
形
で
調
達
で
き
た
の
で
あ
）
45
（
る
。

ま
た
、
先
述
の
大
同
二
年
正
月
二
〇
日
太
政
官
符
に
あ
る
東
海
道
観
察
使
藤

原
葛
野
麻
呂
の
奏
上
に
よ
れ
ば
、
桑
・
漆
に
つ
い
て
、「
公
私
由
之
」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
国
家
が
漆
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
民
間

で
の
漆
使
用
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

民
間
に
お
け
る
漆
工
の
存
在
は
、
技
術
者
の
面
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
天

平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
一
二
月
一
六
日
「
私
部
得
麻
呂
漆
工
貢
進
）
46
（

文
」
を

み
て
み
よ
う
。

　
　

貢
上

　
　
　

私
部
酒
主
年
廿　

但
馬
国
気
多
郡
余
部
郷
戸
主

　
　
　

私
部
意
嶋
戸
口

　
　
　

知
塗
漆

　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
宝
字
六
年
十
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貢
上
人
右
大
舎
人
少
初
位
上
私
部
得
麻
呂

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
右
大
舎
人
少
初
位
上
私
部
得
麻
呂
が
、
但
馬
国
気
多
郡
余

部
郷
戸
主
私
部
意
嶋
の
戸
口
私
部
酒
主
を
、「
塗
漆
を
知
る
」
こ
と
を
も
っ

て
、
同
族
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
造
東
大
寺
司
に
推
薦
し
て
い
る
。
確
か

に
、
造
東
大
寺
司
に
採
用
さ
れ
た
後
は
、
私
部
酒
主
は
官
の
工
房
の
漆
工
人

と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前
ま
で
は
民
間
の
工
人
で
あ
っ
た
。

一
時
的
に
但
馬
国
の
需
要
に
応
じ
て
生
産
を
行
っ
た
可
能
性
は
あ
る
に
せ

よ
、
貢
進
し
た
の
は
但
馬
国
で
は
な
い
の
で
、
但
馬
国
の
工
房
に
属
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
酒
主
は
国
家
に
よ
り
強
制
的
に
徴
発
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、
同
族
の
伝
手
に
よ
り
官
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
例
は
、
た
ま
た
ま
私
部
酒
主
が
造
東
大
寺
司
に
貢
進
さ
れ
た
た
め

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
民
間
の
工
人
と
し
て
生
涯
を

送
っ
た
者
に
つ
い
て
は
史
料
に
現
れ
よ
う
も
な
い
。
こ
の
事
例
は
、
史
料
に

現
れ
な
い
民
間
漆
工
技
術
者
が
広
範
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
律
令

国
家
は
そ
の
ご
く
一
部
を
把
握
し
て
生
産
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
に
過
ぎ

な
）
47
（

い
。
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古
代
の
漆
工（
古
尾
谷
）

お
わ
り
に

　

奈
良
時
代
に
お
け
る
漆
工
の
国
家
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

こ
う
。
原
材
料
と
し
て
の
漆
、
お
よ
び
漆
工
技
術
者
は
広
く
民
間
に
存
在
し

て
い
た
。
律
令
国
家
は
、
こ
れ
ら
を
独
占
的
に
掌
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
一
部
を
必
要
に
応
じ
て
管
理
し
た
の
で
あ
る
。
史
料
上
現
れ
て
い
る
部

分
だ
け
を
み
れ
ば
、
漆
工
は
中
央
集
権
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え

る
。
確
か
に
律
令
国
家
は
そ
れ
を
志
向
す
る
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
当
時
の

漆
工
の
す
べ
て
で
は
な
い
。

　

恒
常
的
需
要
に
つ
い
て
は
、
租
税
と
し
て
の
中
男
作
物
お
よ
び
交
易
雑
物

な
ど
の
形
で
漆
を
徴
収
し
、
漆
部
司
、
後
に
は
内
匠
寮
に
編
成
し
た
技
術
者

に
よ
り
製
品
を
生
産
し
て
い
た
。
一
方
、
寺
院
造
営
事
業
な
ど
、
臨
時
、
大

規
模
需
要
に
つ
い
て
は
、
造
営
官
司
の
下
に
民
間
か
ら
採
用
し
た
技
術
者
も

含
め
て
工
人
を
編
成
し
、
漆
は
銭
貨
に
よ
り
購
入
す
る
形
で
、
一
般
に
流
通

し
て
い
る
も
の
か
ら
調
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
漆
、
律
令
国
家
、
手
工
業
、
建
築

註（
１
） 

平
川
南
『
漆
紙
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）。
そ
の
他
、

漆
工
一
般
に
つ
い
て
、
小
林
大
秀
編
『
日
本
の
美
術
二
九
九
漆
工
（
原
始
古
代
編
）』

（
至
文
堂
、
一
九
八
五
年
）、
四
柳
嘉
章
『
漆
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇

〇
六
年
）、
同
『
漆
の
文
化
史
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
り
、
文
献

史
料
も
用
い
て
概
説
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 

本
間
正
義
「
塑
像
及
び
乾
漆
像
の
製
作
と
衰
微
に
対
す
る
一
解
釈
」（『
美
術
史
』

五
、
一
九
五
二
年
）、
本
間
正
義
「
上
代
の
𡑮
技
法
に
就
て
」（『
国
華
』
七
二
三
、

一
九
五
二
年
）、
本
間
正
義
「
天
平
時
代
の
仏
師
と
造
仏
所
」（『
佛
教
芸
術
』
一

六
、
一
九
五
二
年
）、
浅
井
和
春
「
天
平
後
期
木
心
乾
漆
像
の
成
立
」（『
美
術
史
』

一
〇
六
、
一
九
七
九
年
）、
田
中
嗣
人
『
日
本
古
代
仏
師
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
年
）、
津
田
徹
英
「
脱
活
乾
漆
技
法
覚
書
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
研

究
資
料
脱
活
乾
漆
像
の
技
法
』（
学
芸
書
院
発
行
、
中
央
公
論
美
術
出
版
発
売
、
二

〇
一
一
年
）

（
３
） 

前
掲
註
２
に
あ
る
本
間
の
諸
論
文
を
参
照
。

（
４
） 

正
倉
院
古
文
書
正
集
五
、
以
下
、
正
集
五
の
よ
う
に
略
称
、『
大
日
本
古
文
書
』
四

巻
四
二
〇
頁
〜
四
二
五
頁
、
以
下
、『
大
日
古
』
四

－

四
二
〇
〜
四
二
五
の
よ
う
に

略
称
。

（
５
） 

山
本
幸
男
「
天
平
宝
字
四
〜
五
年
の
一
切
経
の
書
写
」（『
写
経
所
文
書
の
基
礎
的
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
初
発
表
一
九
八
八
年
）、
風
間
亜
紀
子
「
天
平

宝
字
年
間
に
お
け
る
法
華
寺
金
堂
の
造
営
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
九
、
二
〇
〇
三

年
）

（
６
） 

風
間
亜
紀
子
「
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
法
華
寺
金
堂
の
造
営
」（
前
掲
註
５
）

（
７
） 

岡
藤
良
敬
『
日
本
古
代
造
営
史
料
の
復
元
的
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八

五
年
）

（
８
） 

福
山
敏
男
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』（
桑
名
文
星
堂
、
一
九
四
三
年
）、
風
間
亜
紀
子

「
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
法
華
寺
金
堂
の
造
営
」（
前
掲
註
５
）

（
９
） 『
大
和
古
寺
大
観
』
五
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）

（
10
） 
浅
井
和
春
「
天
平
後
期
木
心
乾
漆
像
の
成
立
」（
前
掲
註
２
）

（
11
） 
続
々
修
三
八

－

九
、『
大
日
古
』
一
六

－

二
六
六
〜
二
七
三

（
12
） 

例
え
ば
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
一
一
月
五
日
「
左
京
職
符
」（
続
修
四
二
、『
大
日

古
』
一

－

六
三
一
）
に
は
、
正
倉
の
鏁
（
カ
ギ
）
を
漆
で
塗
装
す
る
記
述
が
あ
る
。
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）

（
13
） 

福
山
敏
男
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』（
前
掲
註
８
）
を
参
照
。
な
お
、
風
間
亜
紀
子

「
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
法
華
寺
金
堂
の
造
営
」（
前
掲
註
５
）
が
須
理
〈
支
輪
〉

板
の
絵
と
す
る
の
は
誤
り
。

（
14
） 

福
山
敏
男
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』（
前
掲
註
８
）

（
15
） 

続
々
修
三
二

－

五
、『
大
日
古
』
一
六

－

二
七
九
、
続
修
三
三
、『
大
日
古
』
一

－

五

六
二

（
16
） 

続
修
三
三
、『
大
日
古
』
一

－

五
六
六

（
17
） 

続
修
三
五
、『
大
日
古
』
一
六

－

三
〇
一

（
18
） 『
類
聚
国
史
』
大
同
三
年（
八
〇
八
）正
月
壬
寅
条
、『
類
聚
三
代
格
』
四
、
大
同
三
年

正
月
二
〇
日
詔

（
19
） 『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年（
八
一
一
）八
月
己
丑
条
。
な
お
、
品
部
一
般
は
、『
続
日
本

紀
』
天
平
宝
字
三
年（
七
五
九
）九
月
戊
寅
条
に
よ
れ
ば
、
世
業
を
相
伝
す
る
も
の
を

除
き
停
廃
さ
れ
、
一
般
の
公
戸
に
編
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
漆
部
に
つ
い
て

は
技
術
の
世
襲
的
要
素
が
強
か
っ
た
た
め
か
、
そ
の
後
も
存
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
20
） 

正
集
一
、『
大
日
古
』
二

－

四
五
八

（
21
） 『
類
聚
三
代
格
』
四
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
一
〇
月
二
一
日
太
政
官
符
、
同
、
同

年
八
月
二
八
日
太
政
官
符

（
22
） 『
延
喜
式
』
内
匠
寮
に
規
定
さ
れ
た
漆
塗
食
器
の
色
お
よ
び
そ
の
階
層
性
の
問
題
に

つ
い
て
補
足
す
る
。

 

　

天
皇
用
漆
器
に
つ
い
て
（
伊
勢
斎
王
用
、
賀
茂
斎
院
用
の
規
定
も
あ
る
が
省
略
）

み
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
木
製
容
器
と
そ
れ

以
外
（
革
筥
、
屏
風
、
斗
帳
、
車
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。
木
製
容
器
は
さ
ら
に
二

つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、「
漆
供
御
雑
器
」
と
あ
る
も
の
で
、
膳
櫃
（「
赤

漆
」
と
さ
れ
て
お
り
、
塗
料
は
漆
の
み
）、
槽
・
椀
・
盤
・
杯
な
ど
（
漆
と
着
色
用

掃
墨
を
計
上
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
朱
漆
器
」
で
、
台
盤
、
飯
椀
な

ど
（
漆
・
朱
沙
〈
水
銀
朱
、
上
塗
り
用
〉・
掃
墨
〈
中
塗
り
用
〉
を
計
上
）
が
含
ま

れ
て
い
る
。

 

　

こ
の
区
分
は
一
見
す
る
と
不
思
議
な
分
類
で
あ
る
。
確
か
に
、「
朱
漆
器
」
の
区

分
は
明
確
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
対
置
さ
れ
る
の
が
「
黒
漆
器
」
で
は
な
く
包
括
的
表

現
の
「
漆
供
御
雑
器
」
で
あ
る
の
は
整
合
的
で
な
く
、
事
実
、
こ
の
中
に
は
掃
墨
に

よ
る
黒
色
漆
器
だ
け
で
は
な
く
「
赤
漆
」
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た

め
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
黒
漆
・
赤
漆
・
朱
漆
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

 

　

奈
良
時
代
に
お
い
て
は
、
文
献
上
、
漆
に
混
ぜ
る
着
色
料
は
掃
墨
の
み
し
か
み
ら

れ
な
い
。
伝
世
品
・
出
土
品
を
み
て
も
、
黒
色
漆
に
限
ら
れ
て
い
る
。
赤
色
顔
料

（
ベ
ン
ガ
ラFe

2 O
2

、
水
銀
朱H

gS

）
を
混
ぜ
た
漆
は
、
作
ら
れ
て
い
な
い
。
赤
色

顔
料
入
り
の
漆
は
、
縄
文
時
代
で
は
主
流
で
あ
っ
た
が
、
弥
生
時
代
か
ら
少
な
く
な

り
、
奈
良
時
代
に
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

 

　

九
世
紀
に
な
る
と
、
朱
漆
が
出
土
品
の
上
で
も
文
献
史
料
の
上
で
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
出
土
例
の
増
加
に
よ
り
、
朱
漆
が
再
び
現
れ
る
時
期
が
早
ま
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
大
勢
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
は
黒
漆
の
時
代
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
（
小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』
塙
選
書
、
一
九
六
二
年
）。

 

　

一
方
、
奈
良
時
代
の
文
献
の
中
に
は
「
赤
漆
」
な
る
も
の
が
み
え
る
。
代
表
例
と

し
て
、
正
倉
院
宝
物
の
「
赤
漆
文
欟
木
厨
子
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
木
地
を
蘇
芳
に

よ
り
着
色
し
た
上
に
透
漆
を
か
け
、
赤
色
に
見
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

『
延
喜
式
』
内
匠
寮
の
「
赤
漆
」
の
場
合
は
、
顔
料
、
染
料
と
も
計
上
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
着
色
せ
ず
に
透
漆
を
か
け
、
木
地
そ
の
も
の
を
み
せ
た
も
の
か
と
推
定
さ

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
赤
漆
」
は
顔
料
を
混
ぜ
た
朱
漆
と
は
異
な
る
。
な
お
、

赤
色
顔
料
に
よ
る
漆
と
区
別
す
る
た
め
に
「
赤
漆
」
は
「
セ
キ
シ
ツ
」
と
読
む
の
が

通
例
で
あ
る
。

 

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
『
延
喜
式
』
内
匠
寮
に
み
え
る
漆
器
の
規
定
の
議
論
に
戻

る
と
、「
赤
漆
」「
墨
漆
」
の
あ
る
「
漆
供
御
雑
器
」
は
奈
良
時
代
に
遡
り
う
る
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
、「
朱
漆
器
」
は
平
安
時
代
以
降
の
新
し
い
規
定
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。「
漆
供
御
雑
器
」
の
項
だ
け
、
功
程
の
表
記
が
「
単
功
」「
長
・
中
・
短

功
」
で
は
な
く
、「
功
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

 

　

次
に
、
こ
う
し
た
食
器
の
階
層
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
延
喜
式
』
に
は
、
位

階
や
官
職
に
よ
っ
て
使
用
す
る
食
器
の
材
質
に
区
別
を
つ
け
る
規
定
が
あ
る
。
新
嘗
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祭
の
宴
に
用
い
る
食
器
と
し
て
、
大
膳
職
式
で
は
、
親
王
以
下
三
位
以
上
は
朱
漆
、

四
位
以
下
五
位
以
上
は
烏
漆
（
黒
漆
）
と
な
っ
て
お
り
、
大
炊
寮
式
で
は
飯
の
器
に

つ
い
て
、
参
議
以
上
は
朱
漆
椀
、
五
位
以
上
は
葉
椀
（
女
官
な
ど
は
省
略
）
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
内
膳
司
式
で
は
、
天
皇
（
中
宮
・
東
宮
）
供
御
用
の
雑
器
と
し

て
、
金
銀
器
・
朱
漆
器
・
黒
漆
器
・
瓷
器
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
漆
器
は
身
分
表
示
の
具
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
金
子

裕
之
「
八
・
九
世
紀
の
漆
器
」〈
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
文
化
財
論
叢
』
Ⅱ
、

同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
〉）。
も
っ
と
も
、
先
述
の
よ
う
に
、
朱
漆
は
八
世
紀
に

は
な
い
た
め
、
こ
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
奈
良
時
代
に
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
が
、
黒
漆
が
上
位
者
用
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
漆
は
高
価
で

あ
り
、
実
際
の
奈
良
時
代
の
出
土
事
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
主
と
し
て

限
ら
れ
た
上
位
の
階
層
が
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

 

　

か
と
い
っ
て
、
法
的
に
身
分
に
よ
り
使
用
が
規
制
さ
れ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。

『
延
喜
式
』
弾
正
台
で
は
、
身
分
、
位
階
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
禁
制
を
規
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
衣
服
・
装
身
具
・
乗
物
な
ど
の
規
制
が
主
で
あ
っ
て
、
漆
製

品
に
つ
い
て
は
座
具
に
つ
い
て
の
み
規
定
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
食
膳
具
に
つ
い
て

は
漆
器
、
土
器
を
問
わ
ず
、
規
制
が
な
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
食
器
を
衣
服

と
同
列
に
規
制
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。

 

　

座
具
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
な
ら
ば
、『
延
喜
式
』
掃
部
寮
（
弾
正
台
式
も
ほ

ぼ
同
文
）
に
「
凡
庁
座
者
、
親
王
及
中
納
言
已
上
倚
子
、
五
位
已
上
漆
床
子
、
自
余

白
木
床
子
。」
と
あ
り
、
身
分
・
位
階
に
よ
り
座
具
が
厳
格
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
漆
は
白
木
よ
り
上
位
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
但
し
、
こ
の
規
定
は
弘
仁

九
年
（
八
一
八
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
令
制
で
は
、
床
子
は
五
位
以

上
に
与
え
ら
れ
、
六
位
以
下
に
は
席
（
ム
シ
ロ
）
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
弘
仁
九
年

に
、
初
め
て
六
位
以
下
に
も
床
子
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
五
位

以
上
と
の
区
別
の
た
め
漆
塗
か
白
木
か
の
区
別
を
定
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
三
上
喜

孝
「
雑
令
の
継
受
に
み
る
律
令
官
人
制
の
特
質
」〈『
延
喜
式
研
究
』
一
三
、
一
九
九

七
年
〉、
大
隅
清
陽
「
座
具
か
ら
見
た
朝
礼
の
変
遷
」〈『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
発
表
二
〇
〇
二
年
〉）。

 

　
『
延
喜
式
』
掃
部
寮
に
は
別
の
規
定
も
あ
る
。
倚
子
、
床
子
の
部
分
の
み
掲
出
す

る
と
、「
凡
設
座
者
、
皇
太
子
…
…
白
木
倚
子
、
親
王
并
大
臣
…
…
赤
漆
小
床
子
、

大
納
言
…
…
中
納
言
、
赤
漆
小
床
子
、
参
議
已
下
侍
従
已
上
中
床
子
…
…
」
と
あ

る
。
先
の
条
文
と
は
体
系
が
異
な
っ
て
お
り
、「
赤
漆
」
が
朱
漆
で
は
な
く
「
セ
キ

シ
ツ
」
で
あ
れ
ば
、
奈
良
時
代
に
遡
る
規
定
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
最
上
位
の
皇
太
子
の
座
具
は
、
倚
子
と
い
う
格
上
の
も
の
で
あ
る
が
白
木
で
あ

り
、
必
ず
し
も
漆
塗
の
方
が
上
位
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
天

皇
の
玉
座
で
あ
る
高
御
座
は
、
朱
漆
が
登
場
す
る
平
安
時
代
以
降
も
黒
漆
塗
で
あ
っ

た
。
必
ず
し
も
朱
漆
が
最
上
位
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

 

　

議
論
を
食
器
に
戻
し
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
漆
器
が
土
器
よ
り
上
位
、
朱
漆
が
黒

漆
よ
り
上
位
、
と
い
う
形
で
身
分
表
示
を
行
っ
て
い
る
場
面
は
確
か
に
あ
る
。
し
か

し
、
衣
服
の
よ
う
に
罰
則
を
伴
う
よ
う
な
形
で
規
制
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
座
具
な

ど
漆
塗
製
品
一
般
に
及
ぶ
秩
序
で
も
な
い
。
過
度
に
漆
塗
製
品
の
階
層
性
を
強
調
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
23
） 

正
集
一
五
、『
大
日
古
』
一

－

六
一
一

（
24
） 

正
集
四
三
、『
大
日
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』
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） 
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（
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文
化
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研
究
所
編
『
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奈
良
文
化
財
研
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研
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） 
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－

五
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〇
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年
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は
、
唐
令
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比
較
し
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上
で
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日
本
独
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に
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定
し
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漆
樹
の
植
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に
つ
き
、
漆
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し
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徴
収
す
る
こ
と
に
関
わ
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と
指
摘
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て
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る
。
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勅
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） 
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〇
）
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条

（
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） 

民
間
で
の
漆
の
流
通
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、
一
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集
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お
け
る
漆
工
の
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在
に
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は
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学

の
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か
ら
、
巽
淳
一
郎
「
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焼
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と
そ
の
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容
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版
古
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本
』

六
、
角
川
書
店
、
一
九
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一
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）、
玉
田
芳
英
「
漆
付
着
土
器
の
研
究
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奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
編
『
文
化
財
論
叢
』
Ⅱ
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
の
研

究
が
あ
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。

（
46
） 

続
々
修
四
六

－

九
、『
大
日
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』
一
六

－

五
八
〜
五
九

（
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） 

民
間
に
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Abstract

Lacquer and Lacquer Work of Ancient Japan

FURUOYA Tomohiro

 This paper aims to investigate how the state of ancient Japan has controlled lacquer and lacquer 
work. Japanese lacquer was used not only for a handicraft but for a Buddha statue, Buddhist 
architecture, arms, etc. in large quantities in ancient times. Ritsuryo state wanted to secure lacquer 
of a reqired part, but did not monopolize them. Also in the private sector, lacquer was produced and 
was circulating, and the state was collected them as a tax, or purchased them from the market by 
paying the countervalue.

Keywords: Japanese lacquer, Ritsuryo state, handicraft, architecture


